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論文内容の要旨

(M2m， ω) をシンプレクティック多様体とする。写像 L: Qk(M)→ Qk匂M)を L( α)=α 八 ωで、定義する。 ω

は閉形式であるから、 Ld=dL が成り立つ。したがって、 L はコホモロジ一群の聞の写像を誘導する。それを同じ記

号 Lであらわすことにする。コンパクトシンプレクティック多様体 (M2m， ω) はレフシエツツ写像 Lm-l: H1JR(M) 

→H混一I(M) が同型である時、レフシエツツ多様体と呼ばれる。さらに、任意の kに対して、レフシェッツ写像 U:

HJJiik(M)→ HJJjk(M)が同型である時、強レフシエツツ性質をもっという。これは、ケーラー構造をもつための必

要条件の 1 つである。 Benson と Gordon はトーラス以外のコンパクト巾零多様体Mはレフシェッツ多様体でないこ

とを示し、したがって、 Mはケーラー構造をもたないことを示した。さらに次の予想を提起した。

Benson -Gordon の予想、.コンパクト可解多様体 Gl r がケーラー構造をもつならば、 Gl r はトーラスと微分同相であ

る。ただし、ここで Gは単連結 completely solvable リ一群、 F は Gの lattice とする。

Benson と Gordon はレブシェッツ写像を調べることにより、し、くつかの必要条件を構成した。しかし、一方 Andr旬、

Fernández、 León、 Mencía は強レブシェッツ性質をもっ 6 次元コンパクトシンプレクティック可解多様体を構成し

た。この可解多様体にケーラー構造がはいるかどうかはまだわかっていない。また、 Fernández、 León、 Saralegui

は強レブシェッツ性質をもたない 6 次元コンパクトシンプレクティック可解多様体を構成した。

今回の博士論文では、 Fernández らの例を拡張し、一般次元の 1attice をもっ completely solvable リ一群を構成し

た。実際、 Ai， B; を次のような行列とする。

Ai=玄La?(E2k-13k-1-E2山) i=l,…, l , 

BJ=2;kdbfh(E2k-ω-1+ E 2k ,2h) j=l,… ,n 

ただし、 af ， bfhεQ かっ[Ai， B;]ト [Bi， 島]=0 をみたすと仮定する。線形写像似: Rn+l →End(R叫を
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似(t1J ••• J t1J XI J••• J Xn)= I:=lμi+ZLIXiBi 

により定義し、 Rn+l x R2m に群構造を

(tt , Xl , Yl)*(t2 , X2 , Y2)=(tl+t2 , Xl+X2 , Yl+ψ(tt ， Xl)Y2). 

ただし、 tlE R 1 , xjERn, YjER2m とし、 ψ(t， x) =exp(ψ牢 (t ， x))とする。このとき、 G=(Rn+ 1 x R2m , *)は lattice

r をもっ completely solvable リ一群である。これらがシンプレクティック構造をもっときにレフシェッツ写像を調

べ、強レフシェッツ性質をもっコンパクトレフシェッツ可解多様体と強レフシェッツ性質をもたないコンパクトレフ

シェッツ可解多様体をそれぞれ構成した。さらに、上記のコンパクト可解多様体Gl rから複素構造をもっコンパクト

可解多様体 G/r を構成した。Gl rがシンプレクティック構造をもつならば、 δ/r は擬ケーラー構造をもっ。また、

(αr ， ω)が強レフシェッツ性質をもたないならば、 δ/子は強レフシェツツ性質をもたない。すなわち、強レフシェ

ツツ性質をもたないコンパクト擬ケーラー可解多様体が構成できる。ケーラー構造をもたない擬ケーラー構造をもっ

正則シンプレクティック可解多様体も構成できる。

論文審査の結果の要旨

2m次元のシンプレクティック多様体 (M， ω) に対して、シンプレクティック構造ω との外積をとることによっ

て定まるド・ラムコホモロジー群の聞の写像均ω]:H.ゐ(M) →Hお2(M) はレフシェッツ写像とよばれる。コンパク

トシンプレクティック多様体はレフシェツ写像弔t: HhR(M)→ Hlfß-1 (M) が同型であるとき、レフシエツツ多様

体と呼ばれる。また、すベの kに対して、 I{a，] : HB�k (M)→HfJik(M)が同型であるとき、強レフシエツツ性質を

もっという。よく知られているようにコンパクトケーラー多様体は強レフシェッツ性質をもっ。一方、可解リー群 G

とその離散部分群 Fで等質空間Gl r がコンパクトである例は、あまり知られていなかった。本論文では、可解リー群

G とその離散部分群 F でGl rがコンパクトシンプレクティック多様体となる例の系列を構成し、これらはレフシェツ

ツ多様体であることを示した。また、これらの中で強レフシェッツ性質をもつものを特徴づけた。さらに、これらか

ら複素構造をもっコンパクトシンプレクティッタ多様体を構成し、これらには強レフシェッツ性質をもたないが、擬

ケーラー構造が存在するものがあることを示した。また、ケーラー構造をもたないが擬ケーラー構造をもっ正則シン

プレクティック可解多様体も構成した。

以上により、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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